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はじめに
ここに翻訳紹介する「ベトナムの考古文化」は，2008年にハノイ国家大学人文社会科学大学歴史
学科の教科書としてハノイ国家大学出版社から刊行されたベトナム語本CO SO KHAO CO HOC
（『考古学の基礎』）のなかのベトナム考古学にかんする記述部分である。原書は，ハンヴァンカン
（HanVanKhan）教授が編集にあたり，執筆陣は教授のほかにラムティミィズン（Lam Thi
MyDung）講師，グエンスオンマイン（NguyenXuanManh）講師，グエンカックスウ
（NguyenKhacSu）博士，ホアンヴァンコアン（HoangVanKhoan）博士，グエンチユ
（NguyenChieu）講師である。原書の構成はつぎの通りである。
第1部は導論部分で6章に分かれ，考古学の概念や研究方法，考古学史，人類起源などをまとめ，
第2部は4章にわかれ，世界とベトナムの考古文化について石器時代（旧石器，中石器，新石器）から
青銅器時代，初期鉄器時代，そしてベトナム歴史考古学の成果を記述する。最後に参考文献と図を付
す。A4判，全433頁でカラー図版も載る。
ベトナム考古学の記述は，前期旧石器時代からはじまり，新石器時代，青銅器時代，初期鉄器時代，
歴史時代，そしてベトナム陶磁器，チャンパー考古学，オクエオ（オケオ）考古学の成果を載せる。
COSOKHAOCOHOCは1975年に刊行され1978年に改訂，そして現在まで教科書として使用
されてきた。訳者は，1978年版のCOSOKHAOCOHOCのなかのベトナム考古学にかんする記
述部分を翻訳し，1990年に六興出版から『ベトナム考古文化』と題して刊行した1）。この訳書には，
ハヴァンタン（HaVanTan）教授によって1978年以降の10年間の成果が，補章「最近10年間
の考古学的成果」としてつけ加えられた。
訳書刊行からほぼ20年が経過した。この間，ベトナム考古学界は研究領域を空間的にも時間的に
も拡大し，北部から中部，そして南部地域の広範囲にわたる考古学調査を展開し，また旧石器時代か
ら歴史時代におよぶあらたな遺跡の発見や調査があり，大きな成果をあげてきた。1978年版の教科
書には記載されていないチャンパー考古学や南部メコンデルタ地域のオクエオ考古学の成果の記述は
まさにそのあらわれである。
1978年版の訳者として，近年のベトナム考古学の成果をまとめた教科書の刊行を切望し，訪越す
るたびにカン教授にお願いしていた経緯があった。このたび，カン教授に2008年版原書翻訳の御許
可をいただいた。ここに第2部の各章におけるベトナム考古学にかんする以下の部分を訳出，解説を
付し，ひろく日本人研究者や学生に紹介するしだいである。
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なお，ベトナム語を表記するにあたって声調記号と発音記号を省略し，訳出にあたっては意訳した
個所もあることをおことわりしておく。
第2部 第1章 2 ベトナムの旧石器時代
1.前期旧石器時代
ベトナムにおける前期旧石器時代の遺跡はふたつ
のグループにわけられる。タインホア省のド山
（NuiDo）グループとドンナイ省のザータンスアン
ロック（GiaTan-XuanLoc）グループである（図1）。
ド山遺跡グループは3地点で確認され，ド山，ク
アンイエン 1（Quan Yen 1）， ヌオン山 （Nui
Nuong）であり，みなタインホア省ティユイエン
（ThieuYen）県にある。
ド山はチュー（Chu）川とマー（Ma）川が合流
するチュー川右岸に立地し，北緯21°54′40″，東経
105°40′55″であり，ベトナムの考古学研究者たち
が1960年11月に発見した。ド山は25°～30°の傾
斜をもつ158mの玄武岩山である。中生代に起源
をもつ古山で，今から1億5千年前から2億年前で
ある。ド山の周辺はチュー川とマー川の堆積物によ
ってできた平野部である。更新世前期にはド山は陸
地になっており，海進時にもこの地域へは海水の進
入はなかった。
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図1 ベトナムの前期旧石器時代遺跡 ▲
遺物は東側の山腹の高さ20～80mのところに分布している。これまで正式には4回の表採活動が
あり，3499点の各種の遺物，たとえば石斧，粗製石器，クリーバー，石核，クラクトン技法とルヴ
ァロア型の片などが表採された（図2，写真13）。
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図2 ド山の石器
12クラクトン技法による片，3石核，4ルヴァロア
型ブレイド，5ルヴァロア型片，6クリーバー，7チョ
ッパー，89チョッピングトゥール，1011ハンドアッ
クス
写真1 ベトナム歴史博物館展示のド山の石器
写真2 ベトナム歴史博物館展示のド山の石器
写真3 ハノイ国家大学人類学博物館所蔵
ド山の石器
クアンイエン1地点はド山と同じ構造をしており，高さが258mで，ド山から3km離れている。
1977～1979年に若干の遺物が表採された。1980年にベトナム歴史博物館とハノイ総合大学（現，ハノ
イ国家大学人文社会科学大学）が700m2を発掘し，4点の石斧，あるいは石斧に類似する石器，27点の
粗製石器，17点の尖頭器，14点の短斧に近い石器，12点の丸形石，たくさんの片をえた。発掘者
はド山タイプの石器以外に，尖頭器，短斧に近い石器，粗製スクレイパー，そして丸石の存在から前
期旧石器時代に属するがド山よりも新しい時期と考えている。
ヌオン山地点はド山から3.5km，クアンイエンから1.5km離れており，高さ258mである。1980
年に発見され，195点の遺物（3点の石斧，2点の石斧に類似する石器，20点の粗製石器，23点のスクレイ
パー，10点の短斧に類似する石器など）が表採された。表採者は前期旧石器時代と位置づけている。
1984年に旧ソ連の考古学者とベトナムの考古学者たちがこの地点の試掘をおこない，出土遺物の大
半がルヴァロア型の片であったため，中期旧石器時代と考えた。1985年にはベトナム考古学院が
試掘を実施し，500点の出土遺物がえられ，主要なものはルヴァロア型の片であった。その後，標
高の異なる3地点（20m，35m，50m）で試掘を実施した。高さ35mの地点にある10m2の試掘穴か
ら遺物（5733点の片，721点の破片，39点の石斧未製品，加工痕のある玄武岩など）がえられた。発掘者
は，ヌオン山地点は旧石器時代ではなく，青銅器時代の石器製作址と考えている。
ド山とクアンイエン1地点，ヌオン山地点はともに地質構造や地形，高さが類似している。ともに
野外遺跡であり，遺物は表採品で明確な文化層は認められない。遺物は玄武岩で作られ，ここには豊
富な原石があり，採掘しやすい。このことは各時代でも石材採掘のうえでよい条件をもっていたとい
うことである。
3地点とも片と石核の割合が多く，その時代の加工技術にてらしても適合している。大多数は道
具として使用する目的で作られた粗製の打割技術でクラクトン技法である。片と石核のほかに多く
の割れた玄武岩破片があり，これは製作址を意味するものであろう。
3地点の遺物は石斧，粗製石器，片，そして石核を含むなど同一性がみとめられる。石斧はたい
へん少ないが，典型的でかつ粗製であり，粗製石器は定形化していない。遺跡と遺物の特徴から多く
の研究者はひとつの技術，あるいは文化，つまりド山文化と認定し，前期旧石器時代と考えている。
マレーシアのタンパン，インドネシアのパチタン，ミャンマーのアニャタ，パキスタンのソアンとイ
ンドのマドラスの旧石器文化と同様にド山文化は南アジア東南アジア地域の文化としてひとつの個
性をもっているのである。
クリーバーは3遺跡の表採遺物のなかでえられ，重要な遺物である。この遺物は青銅器時代前期の
年代をもつドンコイ（DongKhoi）遺跡とコンチャンティエン（ConChanTien）石器製作址で出土し
た方角斧の未製品とよく似ている。そのため，クラクトンやルヴァロア型の片，石核，粗製石器，
さらに石斧と同一年代なのか，あるいは方角斧製作址の加工段階の製品なのか，研究が必要である。
ド山遺跡グループの年代比定は，形式学や技術比較によるが，遺物は表採資料であり，説得に値す
るだけの文化層にともなうものではなく，また化石動物を伴うものでもない。前期旧石器時代の年代
は，タンパンやパチタン，アニャタ，ソアン，マドラスの年代によるがそれらの遺跡も正確ではない。
なぜならそれらの遺跡の遺物も表採資料である。そのため，これらの地点の比較もまた参考資料とし
ての性格だけしかない。以前はテクタイトの年代が東南アジアの旧石器時代の指標になっていたが，
今日では再考がなされている。当然のことながら，ド山の技術はベトナムのグオム（Nguom）やソン
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ヴィー（SonVi），ホアビン（HoaBinh）の石器技術とは相違し，それらよりも古いことはたしかで
ある。
東南部地区の遺跡群は，ハンゴン（HangGon）Ⅳ，ザウザャイ（DauGiay），サウレー（SauLe）
丘，スオイダー（SuoiDa），カムティエン（Cam Tien）山，カウサット（CauSat），ザータン（Gia
Tan），ドンナイのフークイ（PhuQuy），そしてソンベーのアンロック（AnLoc）である。
ド山遺跡グループとは違い，東南部地区は遺物数も少なく，発見数もわずかであり，遺跡が集中し
ていない。遺物は玄武岩で作られている。1968年にハンゴンではじめて典型的なアシューリアンタ
イプの石斧3点，3面が加工された石器5点，尖頭器1点，スクレイパー1点，斧形の石器1点，そ
して石球1点などの計15点が表採された。ザウザャイでは石斧1点，尖頭器1点がみつかっている。
発見者はド山のそれよりもカンボジア東部で発見された遺物に近似していると考えている。1975年
からこれまで，東南部地区ではダット山（NuiDat）で石斧1点，アンロックで3点の石斧がみつか
っている。
これらの表採品はほとんどが片をともなっていない。石斧の大きさは小さく，ド山のそれよりも
整っており，アシューリアンの石斧に近似している。ド山のそれと同様にこれら遺物群はさらに研究
を深めて行かなくてはならない。
（解説）
ベトナムの大学における歴史教育のなかで，考古学の講座は今から50年ほど前からはじまった2）。
1961年にハノイ総合大学の最初の考古学教科書， SO YEU KHAO CO HOCNGUYEN THUY
VIET-NAM（『ベトナム原始考古学提要』）が刊行された。当時，ソ連の考古学者ボリスコフスキー
（Boriskovskij）の指導によってチャンクォックヴォン（TranQuocVuong）氏とハヴァンタ
ン氏の若いふたりの研究者3）がベトナムの旧石器時代から金属器時代をまとめたもので，B5判，全
180頁であった。
1964年から1965年にかけて，歴史学科は第4学年を対象に民族学考古学の専門コースをつくっ
た。そして，1967年には独立した考古学専攻コースが誕生した。1975年には教科書， CO SO
KHAOCOHOCが刊行され，1978年に再版されながら近年まで教科書として使用されてきた。こ
の書の執筆は，チャンクォックヴォン教授とハヴァンタン教授，他にジップディンホア
（DiepDinhHoa）助教授が加わっていた。そして，2008年に最新の成果をもりこんだ本書が出版さ
れたのである。
ハノイ国家大学歴史学科では，現在でも第1学年の必修科目のひとつに「考古学」があり，教科書
としてCOSOKHAOCOHOCが使用されている。また，歴史学科第1学年全員が2～3週間の考
古学発掘実習に参加することになっており，日本の大学の歴史学科の授業とくらべて大きな相違がみ
られる。何故に歴史学のなかで考古学が重要視されているのであろうか。
ベトナムにおいては，考古学が民族のアイデンティティを確立する学問として重要視されてきた歴
史的経緯がある。19世紀末からフランスの植民地となり，1900年にハノイにつくられたフランス極
東学院は，北部の石灰岩山地帯や東南アジアを代表する銅鼓を出土したドンソン（DongSon）遺跡
の調査を通じて，新石器時代や初期金属器時代の研究を推し進めてきた。その機関に所属した欧米の
研究者は当該地域の文化の独自性自立的発展性を否定し，それを外来起源と考えたが，独立後
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（1960年代）のベトナム考古学界はあらたな遺跡の発掘調査を通して，層位学的形式学的な手堅い
考古学的手法によって，新石器文化や金属器文化の独自性自立的発展性を論証していった。ベトナ
ムでは1960年代の研究成果を通して，考古学が抗米救国闘争（ベトナム戦争）における民族のアイデ
ンティティを確立する学問として位置づけられ，その後の旺盛な研究活動へとつながっていった。
特に，ベトナム北部の初期金属器時代の研究は，史書の語る「雄王時代」4）を科学的に証明した考
古学の成果として喧伝され，それは「ベトナム4000年の歴史」を高らかに語るものとなった。また，
抗米救国闘争においてホーチミン（HoChiMinh）が，雄王たちが建国したこの国を，われわれ
は護らなくてはならないと民衆に呼びかけたときの，学問的な根拠となり，民族の解放と独立の戦い
の精神的支柱となっていった歴史がある。このような経緯があり，考古学が大学教育のなかで重要な
位置をしめてきたのである。
ところで，本書と1978年版では，前期旧石器時代の記述に変化がみられる。ド山の遺跡以外に，
あらたにクアンイエン1地点とヌイヌオン地点の調査成果を紹介していること，またクリーバーとし
て認定された石器について青銅器時代の方角斧の未製品ではないか，とする見解をあげていることで
ある。これは，1989年にKhaoCoHoc（『考古学』）No.2に掲載されたグエンカックスウ氏の
・NuiDotulieuvathaoluan・（「ド山資料と討論」）論文を契機に前期旧石器存否論争が展開され
たが，この問題がまだ決着がついていないことをしめしている5）。2004年に発行されたMOTTHE
KYKHAOCOHOCVIETNAM tap1（『ベトナム考古学の1世紀』第1巻）のなかでは，スウ氏の
見解をベトナムの考古学研究者すべてが同意しているわけではない6），と記され20年にわたる論争
が続いている。
近年，中国や韓国で前期旧石器時代の石斧が出土しており，ベトナムの資料も広くアジアのなかで
比較検討して行くことがもとめられよう。
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